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：リップシンクアニメーション作成装置、コンピュータプログラム及び顔
モデル生成装置

リップシンクアニメーション装置

アニメーション作成装置

人間の発話の音声データから滑らかで自然な顔画像のアニメーションを作成すると
ともに、多言語の人間の発話の音声データからそれぞれの言語の音声に合致した
滑らかで自然な顔画像のアニメーションを作成する。

本発明によれば、特定の音声の発話時の顔画像に割り当てられた多数のキーフ
レームとそれらのキーフレームのブレンド率とが自動的に設定されるので、滑らか
で自然な顔画像のアニメーションが得られる。

本発明に係るリップシンクアニ
メーション装置２００は、
・ 音響モデル１７０とマッピング定
義１７６とトランスクリプション１５４
を使用して発話データ１５２から視
覚素を求め、デフォルトのブレンド
率を付与して視覚素シーケンス１
８０を作成する作成部２３０と、
・ 視覚素シーケンス１８０内に定
義されるキーフレームシーケンス
内で隣接するキーフレームとの間
で顔モデルの変化が最も速いも
のから順番にキーフレームを削除
する削除部２３６と、
・ キーフレーム内の発話パワーが
小さいときにブレンド率を小さくす
る調整部２４４と、
・ 画像の変化が速いときにブレン
ド率を小さくする調整部２５０と、
・ キーフレーム間のブレンドにより
顔画像のアニメーションを作成す
るブレンド処理部２５６と、
から構成されている。


